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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　天板を前後左右の支持脚によって支持することによって構成されたテーブルにおいて、
各支持脚の前後方向における相対する内側面に、上下方向に多数の係合孔を連設し、左右
の各支持ブラケット端部に設けた係合片を、前記係合孔に係合することによって支持ブラ
ケットを支持脚に取付け、この左右の支持ブラケットに、前後の支持脚間のほぼ半分の奥
行き寸法を有する棚板本体を取付けることによって形成した棚板を、前記支持脚に着脱自
在、かつ上下前後の取付け位置を変更自在に架設したことを特徴とする棚板付きテーブル
。
【請求項２】
　天板を前後左右の支持脚によって支持することによって構成されたテーブルにおいて、
各支持脚の前後方向における相対する内側面に、上下方向に多数の係合孔を連設し、２対
の左右の支持ブラケット端部に設けた係合片を、前記係合孔に係合することによって、各
１対の支持ブラケットを前記前後の支持脚の内側面にそれぞれ取付け、前記相対する各１
対の支持ブラケットに、両棚板本体の奥行き寸法の合計が、前後の支持脚間の寸法とほぼ
同一になるようにした棚板本体を、それぞれ取付けることによって形成した棚板を、前記
支持脚に着脱自在に、かつ上下前後の取付け位置を変更自在に架設したことを特徴とする
棚板付きテーブル。
【請求項３】
　前記両棚板本体の奥行き寸法の比の値を、１～１／２としたことを特徴とする請求項２
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記載の棚板付きテーブル。
【請求項４】
　前記各支持脚の前後方向における外側面にも、上下方向に多数の係合孔を連設し、前記
棚板を支持脚の外側面にも架設し得るようにしたことを特徴とする請求項１～３いずれか
に記載の棚板付きテーブル。
【請求項５】
　板棚の前後の少なくとも一方の端部に、棚板本体上面から上方に向けて突出する落ち止
め部材を設けたことを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載の棚板付きテーブル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、オフィス等の執務空間において執務用として、または実験室等において作業
用として使用される棚板付きテーブルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　　従来一般にテーブルは、天板を前後左右の支持脚によって、支持する構造のものが、
安価かつ簡単に製造することができることから、広く使用されている。
【０００３】
　この場合、天板の下部空間の利用方法としては、執務等がし易いように何も取付けずに
専ら下肢空間として利用するもの（たとえば、特許文献１）の外に、棚板を支持脚間に架
設して物品収納空間として利用するもの（たとえば特許文献２，３）がある。
【０００４】
　しかし、これらのものは、使用者の用途に合わせて、相互に変更して使用することがで
きず、いずれか一方の使用形態に限定され、利便性が低いものであった。
【０００５】
【特許文献１】特開平０８－２２４１３０号公報（図１参照）
【特許文献２】実用新案第３０９２２５７号公報（図２参照）
【特許文献３】特開２００３－１４４２３６号公報（図１参照）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、前記の現状に鑑み、使用者の用途に応じて、天板の下部空間の使用形態を変
更することができる利便性の高い棚板付きテーブルを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明によると、前記課題は、次のようにして解決される。
　(１)　天板を前後左右の支持脚によって支持することによって構成されたテーブルにお
いて、各支持脚の前後方向における相対する内側面に、上下方向に多数の係合孔を連設し
、左右の各支持ブラケット端部に設けた係合片を、前記係合孔に係合することによって支
持ブラケットを支持脚に取付け、この左右の支持ブラケットに、前後の支持脚間のほぼ半
分の奥行き寸法を有する棚板本体を取付けることによって形成した棚板を、前記支持脚に
着脱自在、かつ上下前後の取付け位置を変更自在に架設する。
【０００８】
　(２)　天板を前後左右の支持脚によって支持することによって構成されたテーブルにお
いて、各支持脚の前後方向における相対する内側面に、上下方向に多数の係合孔を連設し
、２対の左右の支持ブラケット端部に設けた係合片を、前記係合孔に係合することによっ
て、各１対の支持ブラケットを前記前後の支持脚の内側面にそれぞれ取付け、前記相対す
る各１対の支持ブラケットに、両棚板本体の奥行き寸法の合計が、前後の支持脚間の寸法
とほぼ同一になるようにした棚板本体を、それぞれ取付けることによって形成した棚板を
、前記支持脚に着脱自在に、かつ上下前後の取付け位置を変更自在に架設する。
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【０００９】
　(３)　前記(２)項において、前記両棚板本体の奥行き寸法の比の値を、１～１／２とす
る。
【００１０】
　(４)　前項(１)～(３)項のいずれかにおいて、前記各支持脚の前後方向における外側面
にも、上下方向に多数の係合孔を連設し、前記棚板を支持脚の外側面にも架設し得るよう
にする。
【００１１】
　(５)　前項(１)～(４)項のいずれかにおいて、板棚の前後の少なくとも一方の端部に、
棚板本体上面から上方に向けて突出する落ち止め部材を設ける。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によると、次の効果が奏せられる。
　(ａ)　前記１項記載の発明によれば、次のような効果が得られる。
　ｉ）棚板を前後の支持脚の相対する内側面の同じ高さ位置に取付けることによって、大
きな物品の収納棚として使用することができるとともに、棚板を後方の支持脚の内側面に
のみ、たとえば上下２段に取付けることによって、小さな物品の収納棚として使用しなが
ら、下肢空間を確保することができる。このように、使用者の用途に応じて天板の下部空
間の使用形態を変更することができるため、利便性が向上する。
　ii）　前後の支持脚の各内側面に取付ける棚板を、上下に段違いに取付けることにより
、棚板から前後方向にはみ出してしまう大きさの物品であっても収納することができる。
【００１３】
　(ｂ)　前記(２)項記載の発明によれば、前記(ａ)項記載の効果が奏せられるとともに、
たとえば、後方の支持脚の内側面に、奥行きの小さい棚板を下段に、奥行きの大きい棚板
を上段にそれぞれ取付けることにより、より広い下肢空間が確保できる。また、上段の棚
板は、奥行きが大きいため、より多くの物品を収納することができる。
【００１４】
　(ｃ)　前記(３)項記載の発明によれば、たとえば、両棚板の奥行き寸法の比の値を１／
２などにして、異なる奥行き寸法にした場合、後方の支持脚の内側面の下段に、小さい奥
行きの棚板、上段に、大きい奥行きの棚板を、それぞれ取付けることによって、より広い
下肢空間が確保できるとともに、物品の取出しが容易な上段の棚板は、奥行きが大きいた
め、より多くの物品を収納することができる。
【００１５】
　(ｄ)　前記(４)項記載の発明によれば、たとえば、前後の支持脚の外側面の同じ高さ位
置に、それぞれ棚板を取付けることにより、テーブルよりも前後方向に大きな寸法の物品
を収納することができる。また、後方の支持脚の内側面と外側面の同じ高さ位置に棚板を
取付けることにより、下肢空間を確保するとともに、前後方向に大きな寸法の物品を収納
することができる。
【００１６】
　(ｅ)　前記(５)項記載の発明によれば、収納した物品が棚板から落下することを、有効
に防止することができる。また、前後の棚板を同じ高さ位置に設けた場合においても、落
ち止め部が前後の棚板の仕切としての機能を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明を図面に基づいて詳細に説明する。
【実施例】
【００１８】
　図１は、本発明の棚板付きテーブルの斜視図、図２は、その分解斜視図である。
　本発明の棚板付きテーブル(１)は、天板(２)を前後左右の支持脚(３)(４)によって支持
することにより構成されている。
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【００１９】
　図３は、図２における後方の支持脚(４)近傍の部分拡大分解斜視図、図４は、図３にお
けるＡ部分の部分拡大斜視図である。
【００２０】
　前後の支持脚(３)(４)は、図４に示すように、扁平な角管の寸法の大きい一側面の中央
部を軸線方向に切欠いて、切欠き開口部(5a)を左右方向の外側に向けて配置した支柱中央
部材(５)に、その外方から、やや大き目の同様な断面を有する支柱外カバー部材(６)を、
その開口部(6a)を利用して外嵌させるとともに、前記支柱外カバー部材(６)と同様な断面
を有し、開口部(7a)と対向する側面の中央部に、内方に窪んだ軸線方向の溝部(7b)を有す
る支柱内カバー部材(７)を、その開口部(7a)を利用して、前記支柱外カバー部材(６)と反
対方向から外嵌させることによって形成されている。
【００２１】
　支持脚(３)(４)の断面は、前後の側面(８)(９)および左右方向の内側面(10)にそれぞれ
溝部(11)(12)(7b)を有し、左右方向の外側面(13)が平面な形状を有する。
【００２２】
　前記前後側面(８)(９)における溝部(11)(12)には、上下方向に多数の係合孔(14)(15)が
一定間隔で連設されている。
【００２３】
　図３に示すように、後方の支持脚(４)の前側面(８)の上下端には、断面が外向きに開口
するコ字状の連結補助部材(16)(17)が、一端を溶接されて前向き横方向に連結されている
。
【００２４】
　前方の支持脚(３)における、後方の支持脚(４)の前側面(８)と対向する後側面にも、同
様に連結補助部材(16)(17)（図示省略）が連結されている。
【００２５】
　上部連結補助部材(16)の側板(16a)には、通孔(16b)が穿設され、その内面にはナット(1
8)が溶接されている。また、上下板(16c)(16d)には、通孔(16e)(16e)が穿設されている。
【００２６】
　角管からなる上部前後連結材(19)の端部を、前記連結補助部材(16)に外嵌し、下方から
止めねじ(20)を、前記の上部前後連結材(19)に上下方向に穿設された通孔(19a)(19a)を介
して、前記連結補助部材(16)の通孔(16e)(16e)に挿通させ、かつ天板(２)の下面に設けら
れたねじ孔(2a)（図２参照）に、螺合させることにより、上部前後連結材(19)が、支持脚
(４)に連結されるとともに、天板(２)が固定される。
【００２７】
　下部連結補助部材(17)の下板(17a)には、通孔(17b)が穿設され、その内面にはナット(2
1)が溶接されている。
【００２８】
　角管からなる下部前後連結材(22)の端部を、前記下部連結補助部材(17)に外嵌し、下方
から止めねじ(23)を、前記の下部前後連結材(22)に穿設された通孔(22a)を介して、前記
下部連結補助部材(17)のナット(21)に螺合させることにより、下部前後連結材(22)が、支
持脚(４)に連結される。
【００２９】
　上下部前後連結材(19)(22)の他端も同様にして前方の支持脚(３)に連結することにより
、前後の支持脚(３)(４)が相互に連結されて、図２に示すように、枠状脚体(24)が形成さ
れている。
【００３０】
　前後の支持脚(３)(４)の下端には、キャスター(25)が取付けられている。
　左右の枠状脚体(24)(24)は、２本の上部左右連結材(26)(26)と、１本の下部左右連結材
(27)とによって、相互に連結されている。
【００３１】
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　上部左右連結材(26)(26)の左右端部には、前後方向に張り出すフランジ(28)が溶接され
ており、そのフランジ(28)に穿設された通孔(28a)および上部前後連結材(19)に穿設され
た通孔(19b)を介して、前記上部連結補助部材(16)のナット(18)に螺合させることにより
、上部前後連結材(19)に固定されている。
【００３２】
　一方、下部左右連結材(27)は、角管からなり、その一端を、下部前後連結材(22)の左右
内側中央に、一端が溶接された、前記下部連結補助部材(17)と同一形状の下部連結補助部
材(29)に外嵌させ、止めねじ(30)を、下部左右連結材(27)に穿設された通孔(31)を介して
、前記下部連結補助部材(29)に溶接されたナット(32)に螺合させることにより、下部前後
連結材(22)に連結されている。
【００３３】
　図２に２点鎖線で示すサイドパネル(33)は、オプションであり、需要に応じて適宜、取
付けられる
【００３４】
　前記サイドパネル(33)は、通孔(34a)(35a)が穿設された上下取付板(34)(35)が、裏面の
上下端部に横方向に垂設されている。前記上下部取付板(34)(35)を、それぞれ上下部前後
連結材(19)(22)の下面に当接させて、サイドパネル(33)を前後の支持脚(３)(４)間に配設
し、前記止めねじ(20)を、上部取付板(34)の下方から通孔(34a)等に挿通させて天板(２)
のねじ孔(2a)に螺合させるとともに、前記止めねじ(23)（図３参照）を下部取付板(35)の
下方から通孔(35a)等に挿通させて下部連結補助部材(17)のナット(21)に螺合させること
により、サイドパネル(33)が、棚板付きテーブル(１)に取付けられる。
【００３５】
　図５は、後方の左右の支持脚(４)(４)間に取付けられる棚板(36)の拡大分解斜視図であ
る。前記棚板(36)は、左右１対のブラケット(37)(37)を、その後端部に設けられた係合片
(37a)を、前記支持脚(４)(４)の前側面(８)における溝部(11)に設けられた係合孔(14)に
係合させて支持脚(４)(４)に取付けた後に、棚板本体(38)をブラケット(37)(37)上に載置
し、下方から止めねじ(39)をブラケット(37)(37)の通孔(40)に挿入させて棚板本体(38)の
裏面に螺合することによって取付けられている。
【００３６】
　図５において、２点鎖線で示す落ち止め部材(41)は、オプション部材であり、必要に応
じて適宜取付けられる。前後落ち止め部材(41)は、断面がＬ字状のアングル材よりなり、
落ち止め作用をなす立片(41a)と、この立片(41a)と直角をなす取付片(41b)とからなり、
下方から止めねじ(42)を、取付片(41b)に穿設された通孔(43)に挿通させて、棚板本体(38
)の裏面に螺合することにより、棚板本体(38)の前後端部のいずれか一方、または両方に
取付けられる。
【００３７】
　同様にして、図１，図２に示すように、前方の支持脚(３)(３)の後面側にも棚板本体(4
4)とブラケット(45)(45)とからなる棚板(46)が取付けられている。
【００３８】
　前記棚板本体(38)(44)は、両者ともに、前後方向の奥行き寸法を前後の支持脚(３)(４)
間の寸法のほぼ半分に形成してあり、両棚板(36)(46)は、着脱自在、かつ上下前後の取付
け位置を変更自在になっている。
【００３９】
　図１に示すように、両棚板(36)(46)を同一高さの位置に架設した場合は、各棚板本体(3
8)(44)の２倍の奥行き寸法を有する１板の大きな棚板本体を備えた場合と実質的に同様な
機能が発揮される。
【００４０】
　図１に示す場合、各棚板本体(38)(44)の遊端は、下部左右連結材(27)（図２参照）の上
面に当接しているため、大きな重量の物品を収納しても、充分な強度を有する。
【００４１】
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　図６～図８は、図１に示した棚板付きテーブル(１)の別の使用形態を示す斜視図である
。
【００４２】
　本発明における棚板(36)(46)は、図６に示すように、両棚板(36)(46)を、後方の支持脚
(４)の前側面(８)に上下２段に取付けて、天板(２)の下方前部を下肢空間として利用する
こともできる。
【００４３】
　また、図７に示すように、両棚板(36)(46)を前後に対向させて段違いに取付けたり、図
８に示すように、一方の棚板(36)を、前方の支持脚(３)の前側面(８)に取付けることもで
きる。さらに、図示を省略するが、棚板(46)を後方の支持脚(４)の後側面(９)に取付ける
こともできる。
【００４４】
　図９は、更に、本発明の棚板付きテーブル(47)の別実施形態を示す斜視図である。
【００４５】
　図９に示すように、前後の支持脚(48)(49)に、相互に対向させて棚板(50)(51)を取付け
て、両棚板本体(52)(53)の奥行き寸法を異ならせるとともに、その合計が、前後の支持脚
(48)(49)間の寸法とほぼ同一になるようにするとこもできる。
【００４６】
　この場合、両棚板本体(52)(53)の奥行き寸法の比の値は、１～１／２とすることが好ま
しい。
【００４７】
　図９に示す実施形態では、前記比の値を１／２としてある。
【００４８】
　図１０は、図９に示した棚板付きテーブル(47)の別の使用形態を示す斜視図であり、両
棚板(50)(51)を後方の支持脚(49)の前側面(49a)に、奥行き寸法の小さい棚板(51)を下方
にして上下２段に取付けてある。
【００４９】
　このようにすることにより、下肢空間の下部を広くすることができるとともに、物品の
出入れが容易な上段に奥行き寸法の大きい棚板(50)を配設することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】本発明の棚板付きテーブルの斜視図である。
【図２】図１に示す棚板付きテーブルの縮小分解斜視図である。
【図３】図２における後方の支柱脚近傍の部分拡大分解斜視図である。
【図４】図３におけるＡ部分の部分拡大斜視図である。
【図５】棚板の拡大分解斜視図である。
【図６】図１に示した棚板付きテーブルの別の使用形態を示す斜視図である。
【図７】同じく、図１に示した棚板付きテーブルの別の使用形態を示す斜視図である。
【図８】同じく、図１に示した棚板付きテーブルの別の使用形態を示す斜視図である。
【図９】本発明の棚板付きテーブルの別実施形態を示す斜視図である。
【図１０】図９に示した棚板付きテーブルの別の使用形態を示す斜視図である。
【符号の説明】
【００５１】
　(１)棚板付きテーブル
　(２)天板
　(2a)ねじ孔
　(３)前方の支持脚
　(４)後方の支持脚
　(５)支柱中央部材
　(5a)開口部
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　(６)支柱外カバー部材
　(6a)開口部
　(７)支柱内カバー部材
　(7a)開口部
　(7b)溝部
　(８)支持脚の前側面
　(９)支持脚の後側面
　(10)支持脚の内側面
　(11)(12)溝部
　(13)支持脚の外側面
　(14)(15)係合孔
　(16)上部連結補助部材
　(16a)側板
　(16b)通孔
　(16c)上板
　(16d)下板
　(16e)通孔
　(17)下部連結補助部材
　(17a)下板
　(18)ナット
　(19)上部前後連結材
　(19a)(19b)通孔
　(20)止めねじ
　(21)ナット
　(22)下部前後連結材
　(22a)通孔
　(23)止めねじ
　(24)枠状脚体
　(25)キャスター
　(26)上部左右連結材
　(27)下部左右連結材
　(28)フランジ
　(28a)通孔
　(29)下部連結補助部材
　(30)止めねじ
　(31)通孔
　(32)ナット
　(33)サイドパネル
　(34)上部取付板
　(34a)通孔
　(35)下部取付板
　(35a)通孔
　(36)棚板
　(37)ブラケット
　(37a)係合片
　(38)棚板本体
　(39)止めねじ
　(40)通孔
　(41)落ち止め部材
　(41a)立片
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　(41b)取付片
　(42)止めねじ
　(43)通孔
　(44)棚板本体
　(45)ブラケット
　(46)棚板
　(47)棚板付きテーブル
　(48)(49)支持脚
　(49a)前側面
　(50)(51)棚板
　(52)(53)棚板本体

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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